
Diverse Link Tokyo Edu 
～高度で創造的な探究学習を社会・世界と連携して提供する

都独自の「学びのプラットフォーム」の構築～ 

令和元年６月２８日（金） 

 
東京都教育委員会 

２０１９年度スーパーグローバルハイスクール 
ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 

地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型） 
合同連絡協議会資料 



管理機関（東京都教育委員会）が事業全体の 
中核機能※を担い、拠点校（南多摩中等教育学校）
及び共同実施校（白鷗高等学校・付属中学校）等の
活動をサポート 

  ※管理機関の役割：様々な外部リソースと連携した多様な学習機会の提供、 
   各種委員会の運営、高校生国際会議の開催、学校間の連携支援、教材開発等 

 

外部リソースと学校教育ノウハウを融合することで、
高度かつ新たな学びを創出 

 

探究学習、文理融合（ＳＴＥＡＭ等）、 
英語（ＣＬＩＬを含む）、ＩＣＴの活用等を重視 

Diverse Link Tokyo Eduの特徴 



取組の全体概要～ビジョンと方向性～ 



 

 

具体的な取組概要 
～外部リソースと学校教育ノウハウとの融合による新たな学びの創出～ 



外部リソースの活用例１ ～大学・企業等によるワークショップ～ 

 

 

 興味や関心の広がり 
 

 実社会とのつながり 
 

 世界的視野、分野横断的
な課題設定へのきっかけ 
 

 他校生徒との学び合い 



 

 

東京都教育委員会 

クイーンズランド州政府 
（オーストラリア） 

東京大学 
先端科学技術研究センター 

クイーンズランド工科大学 

 環境等、グローバルな課題をテーマ 
 最先端の研究等に触れる、高度な学びの機会 
 英語をツールとしたインタラクティブな学びの実践 

外部リソースの活用例２ ～大学・企業等によるワークショップ（検討中）～ 


